
 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

      

  

 

EQ の高い病院になろう 
 

院長   德弘 昭博 

 

      新年を迎えて皆様方はそれぞれ今年の目標を描いておられることと 

思います。病院全体の目標の中に「EQ の高い病院になろう」という 

のがあります。EQ とはこころの知能指数といわれ、他者の感情を 

知覚し自己の感情を知覚たうえでコントロールする能力とされていま 

す。 

 医療には技術だけでなくそれを用いるときの倫理性が問われます。 

各専門医制度では必須研修項目にもなっていて、資格更新には医療 

倫理に関する講習を受講していることが条件とされます。感染対策 

や医療安全はこの医療倫理に基づいて必要とされているものです。 

病院機能評価に際しても病院職員にも講習が義務付けられます。 

医療倫理とは、平たく言えば「患者さんと医療者間のルール」です。医療者は医学的に正

しい治療法を選択しますが、現在のように多様な患者さんの価値観に対して最良の選択とは

言えない場合があります。DNR や宗教的な輸血拒否などが例として挙げられます。 

こうした場合には、より良好な結果を得るための正しい医療上の判断をするうえで医療者

が持つべき規範を医療倫理と言っています。 

原則はありますが、判断には医学的以外にも感情的・文化的・宗教的・経済的など判断に

影響する多くの側面があり、また相反する基準もあって単純には割り切れません。こうした

とき、感情を知覚し制御できる高い EQ はより良い判断に結び付くと思われます。 

リハビリテーション医療の方針は対象者の身体機能ばかりでなく、後の長い生き方を規定

する可能性があります。そこでも高い EQ が必要とされるのは同様です。 

EQ の要素の中に「弱者への配慮」があります。新たに障害を抱えることになった対象者

の方がどんな気持ちでいるか、どんな状況に置かれているのかを洞察し共感することは、医

療者の行動として現れ、よりよいリハ医療に結び付くと信じます。 

昨年、私の関係者が休日に急性腹症で救急病院に搬入されました。当日は対症療法を受け

迎えた翌朝、病院担当者から、ここは高機能急性期病院だから５日間しか入院できませんか

ら理解してください、と言われたそうです。患者家族からすれば症状もおさまらない、検査

も受けていない、診断も治療法も提示されない不安な状況の中でそういう言葉を聞いた気持

ちはどうでしょうか。私のような医療に身を置く者からすれば、担当者は職務として病院経

営に忠実な方だと思います。しかし患者家族としての感情は複雑です。「今言う？」と感じ

ます。治癒しても満足感は残念ながら相殺されます。そこが「弱者への配慮」があるかどう

か、「他者の痛みがわかる医療」であるかどうかではないでしょうか。 

今年もより EQ の高い、技術も倫理性もどこにも負けない医療をめざして今まで同様、道

の真ん中を大手を振って歩んでいきましょう。 

 

当センターの理念 

リハビリテーション医療の技術を通じ、身体

障害者（主に肢体障害者）のＱＯＬ（生活の

質の向上）に奉仕する。 
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外来担当表（平成３０年１月１日現在） 

受付時間 午前８時１５分～午前１１時３０分まで 

              月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 

午 

前 

内 科 １診 山 中 大 森 
小 池 

（第２・第４） 
宮 地 
（循環器） 

山 中 

内 科 ２診    福 見 山 中 高須賀 

内 科 ３診     
南 

（呼吸器） 

神 経 内 科 藤 原        

整形外科１診 茂 山 德 弘 茂 山 茂 山 濱 田 

整形外科２診 濱 田 池 田吉 
（岡山大学） 

 濱 田 村 岡 
（岡山大学） 

リ  ハ  科 岩 井 池 田 古 澤 池 田 池 田 

泌 尿 器 科 国立医師      岡大医師 

皮 膚 科 
（完全予約制） 

受付時間８：１５～１１：００） 

 国立医師    

歯       科 合 田 合 田 合 田 合 田 合 田 

書  類  外  来    （第１・第３）      

午 

後 

特  殊  外  来        
脊損外来 

（副院長）  

神 経 内 科 藤 原        

泌 尿 器 科        岡大医師 

歯    科 合 田 合 田 合 田 合 田 合 田 

全科予約制（初診以外）となっております。 

外来診療に関するお問い合わせは、電話 0866-56-7141 にお願いします。     

 

※当センターは、リハビリの専門病院ですが、一般診療も行っています。 

 
吉備高原医療リハビリテーションセンター  広報委員会発行 

〒716-1241 岡山県加賀郡吉備中央町吉川 7511                                                                                                                     

TEL： 0866-56-7141      FAX： 0866-56-7772       発行担当者 原田（内線 126） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ：http://www.kibirihah.johas.go.jp/    E-mail ：syomu@kibirihaH.johas.go.jp  

 「高原の虹」のバックナンバーやその他お知らせについては、ホームページでご覧ください。 
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ダー 

  ★★  ＣＴ検査、超音波検査、骨粗しょう症の検査などをご希望の方は電話 0866-56-7141（（内内線線：：１１２２９９））

ももししくくはは、、外外来来診診察察時時ににごご相相談談くくだだささいい。。  

★★  内内視視鏡鏡検検査査ににつついいてて  

          毎毎週週月月曜曜日日にに胃胃・・大大腸腸のの検検査査をを実実施施ししてていいまますす。。但但しし、、55 週週目目ににつついいててはは休休診診とといいたたししまますす。。  

    

http://www.kibirihah/

